（一社）愛媛県バスケットボール協会　審判委員会
審判委員長　様
第７７回全日本大学バスケットボール選手権大会　参加報告書
令和　７　年　１２　月　２８　日
報告者　　木村　晃伸　
　この度参加しました、標記大会への参加について報告します。
なお、この報告書が、審判委員会ホームページ等に掲載されることを了承します。
	（大会名）
	第７７回全日本大学バスケットボール選手権大会

	参加者
（報告者）
	　(報告者)　　　木村　晃伸　　　（所属カテゴリー）　　Ｕ１２

	期　日
	２０２５年１２月１日　　から　　２０２５年１２月２日

	会　場
	国立代々木競技場第二体育館、駒沢オリンピック公園総合運動場屋内球技場

	講　師
	なし

	参加者
	本部審判員、ＰＢＡ派遣審判員、関東・東京都所属審判員

	報告

	●１２月１日（月）　男子Ｆブロック　仙台大学vs九州共立大学
　ＣＣ：赤沼裕紀（東京都Ｓ級）　Ｕ１：報告者　Ｕ２：三島彩（広島県Ａ級）
　プレゲームカンファレンスでは、ＣＣ赤沢氏からベーシックの徹底を意識すること、ローテーションはリードが主導で行うことの再確認。またリードはローテーションを積極的に行うこと、エッジのプライマリはリードであることを再確認した。
　ゲームを観戦していた嶋崎貴氏からアドバイスをいただいた。
　ここ最近、リードのローテーションが全体的に少なくなっている。センターが一人でボールプレーを見ているケースが増えている。トップリーグでは原点に戻り、ベーシックの徹底を意識して試合に臨んでいる。ローテーションの主導はリードであることを再認識してほしい。センターはポジションアジャストのため、ハイセンターになることもあるが、ローテーションのトリガーを引くのはあくまでリードであること。ローテーションを行うときリードは何を見たいのか、またセンターに何を見せたいのかを意識すること。そのためにも予測と決断をしっかり行うこと。ローテーションのヒントはプレーヤーの目線や身体の向き、スクリーンがセットされた位置からプレーがどのように展開されるのかを予測すること。
　個人の反省は、リードの時に何度かノッキングをしてしまい、ローテーションを躊躇してしまったこと。自分の目の前で起きたビックインパクトに対し判定ができなかったこと。ダブルホイッスルがあった中で、自分がプライマリであったのか、セカンダリであったのかを再度認識する必要があると感じた。
●１２月２日（火）　男子Ａブロック　東海大学札幌キャンパスvs名古屋経済大学
　ＣＣ：報告書　Ｕ１:仲間芳幸（沖縄県Ａ級）　Ｕ２:下島拓（神奈川県Ａ級）

　プレゲームカンファレンスでは、この試合に勝ったチームがグループリーグを突破する大事な一戦であることを確認。ローテーションを積極的に行うこと、ヘルプディフェンス、エッジの対応についてクルーで確認をした。
　ゲームは序盤、プレーヤー同士が必要以上のフィジカルコンタクトを起こさず、淡々と進み前半を終えた。後半に入ってからもゲームの様相が変わるような事象も起こらず進んでいったなかで、アウトオブバウンズの判定をきっかけに名古屋経済大学のヘッドコーチのインテンシティが上がり始めた。名古屋経済大学のヘッドコーチがコミュニケーションを求めてきたことに対し、クルーが対応したことでインテンシティを抑えることができた。
　個人の反省としては、自身のプライマリエリアで起きたことを決断できず、何度かクルーに助けてもらったこと。またゲーム終盤に起きた明らかなフェイクに対して決断ができなかったこと。判定への準備ができていなかったことを痛感した。


	所感
	今大会は３年ぶりで２回目の参加でした。二日間で２試合担当をさせていただいたなかで、安定したレフェリングができなかったことを痛感しました。また普段からゲームの一員としてどのように関わっていくのか、そしてチャレンジをしていく気持ちを持ち続けることが必要だと感じました。再度、自分自身の課題に真摯に向き合い、今後のレフェリー活動に邁進し、機会がある限り積極的に全国大会へ参加をしていきたいと思います。また、県内の審判員への還元も引き続き続けていきたいと思います。
最後に、今大会に派遣をさせていただいた、県審判委員会および県内の審判員の皆様に心より感謝を申し上げるとともに報告とさせていただきます。


· 文のまま、ホームページ等に掲載されます。
· 用紙が足りない場合は、各自追加してください。
